平成２９年度　鶴居村総合教育会議　議事録（要約版）
日　　時　　平成30年３月29日（水）午後２時30分～午後３時25分
場　　所　　鶴居村役場庁内会議室
出 席 者　　（構成員）大石村長、国安教育長、石脇教育委員、高橋教育委員
　　　　　　（事務局）佐藤総務課長、伊藤企画財政課長、佐藤教育課長
成田総務課長補佐、五十嵐保健福祉課長補佐

佐藤教育課長補佐

会議次第　　１　開会
　　　　　　２　村長挨拶
　　　　　　３　議事
　　　　　　（１）平成30年度教育行政の方針について
　　　　　　（２）子ども・子育て支援の在り方について
　　　　　　（３）村長と教育委員との意見交換について
　　　　　　４　その他
　　　　　　５　閉会

１．開　会

（総務課長） 

定刻になりましたので、これより平成29年度鶴居村総合教育会議を開会いたします。

私、佐藤が、本日の会議の進行を務めさせていただきます。
はじめに、藤原教育委員につきましては、所要のため本日出席することができない旨の連絡をいただいておりますので、皆様にお知らせします。
それでは、大石村長から挨拶を申し上げます。

２．村長の挨拶
（大石村長） 

皆さん、年度末の大変お忙しいところお集まりいただきまして誠にありがとうございます。平素より教育委員の皆様方には教育の振興をはじめ村政の各般にわたりご指導を賜りまして、この場を借りて感謝とお礼を申し上げます。
この会議につきましては、平成27年の地方教育行政に関連する法律の改正等によりましてこの総合教育会議が設置されたところであります。村もそれ以降会議を開催いたしまして教育委員の皆様方と教育と行政全般にわたる協議をさせていただいております。時を同じくして３月議会では平成30年度からの10カ年計画である村の総合計画の承認をいただいたところであり、石脇委員につきましては策定委員長としてお力添えをいただきまして改めて感謝を申し上げます。
総合計画は10カ年計画でありますがこれと合わせて教育大綱も定められており、今３年経過したところで大綱も終了する時期を迎えております。

一連の地方教育行政の改正については、滋賀県で発生した児童生徒の人命に係る事件により課題が大きくなったところです。色々教育の立場ではご苦労されていることが多いことかと思いますが、改めて教育の政治的中立性、或いは継続、安定性というものがしっかり確保されて行かなければならないということで、教育委員制度が抜本的に今日までに見直されてきたところです。
この教育会議の役割としては、こうした教育委員会と我々行政側がしっかりと連携しながら、今後の教育を語って将来を見通して行かなければならないという会議の位置付けでありますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
総合計画の中でも今後の教育の在り方について位置付けを図っているところであり、教育委員会でも関連する様々な個別計画を持ち合わせておりますので、整合性をとりながら今後の子供達の成長に資するような内部検討をしっかりと進めて行かなければならないものと考えております。
今日は限られた時間の中ではございますけれど、我々の方から提案させていただきますので、それに対してご意見などをいただき、今後の鶴居村の充実した教育の発展につながる会議にしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。
甚だ粗辞ではございますけれど、冒頭にあたっての私からの挨拶とさせていただきます。
３．議事等
（総務課長）

　それでは、本会議の運営につきましては、鶴居村総合教育会議設置要綱に基づいて行ってまいります。要綱第４条第１項の規定に基づき、この後は村長が議長となり会議を進行いたします。
（大石村長）

　改めまして、私の方で今日の会議の進行をさせていただきます。
　それでは、議事の１番目であります「平成30年度教育行政の方針について」の内容について国安教育長より説明いたします。

（国安教育長）
　資料をご覧いただきたいと思います。既に議会と教育委員会議に提案させていただいておりますが、学校教育と社会教育の本年度の重点と主な施策という部分に関わって具体的な施策をお話ししていきます。
　一点目、「多様で変化に富んだ時代をたくましく生き抜いていくための力の醸成」についてであります。

　「１豊かな心を育成するための意図的な教育活動」ということで、道徳ですが小学校は教科化、中学校は今年度教科書採択して来年度から教科化されます。ちなみに道徳教育推進校ということで鶴居中学校、鶴居小学校、そして現在幌呂小学校が研究指定校ということで受けてございまして、幌呂小学校では平成30年度のもう一年道徳の研究を進めて行きたいと考えております。
　「２健やかな体を保持するための実践的な教育活動」については、全国体力・運動能力状況調査の小５と中２の結果が出ておりますので、全体的なことについては教育行政執行方針で述べておりますので省略させていただきます。
　「３確かな学力を習得し、維持・向上するための一人ひとりに合わせた教育活動」については、全国学力・学習状況調査の平成30年度においては小６、中３で国語、算数、数学、そして理科が加わるということになっております。
　次に二点目、「地域に根ざし、地域とともに歩む学校」についてであります。
　「１地域と一体となったコミュニティ・スクール」ということで、これは平成30年度から鶴居中学校校区、鶴中、鶴小、下幌呂小でコミュニティ・スクール、いわゆる学校運営協議会を設置して広く地域と一体となった教育を進めていきたいと考えております。
　「２学校と地域が双方向につながる学校支援地域本部」については、学校運営協議会の中に鶴居小中、下幌小はコミュニティ・スクールの中に学校支援に関わることについても一部入るので、学校支援地域本部コーディネーターも学校運営協議会に加わっております。幌呂小中は今まで同様に進めて行きたいと考えております。
　「３地域の食材の地産地消を図る地場産物の活用」ということでは、野菜類、鹿肉等々を利用した地場産物を図って行きたいということです。
　三点目、「行き届いた教育を司るための教育環境の推進」についてであります。
　「１特別支援員、学習支援員の効果的配置」ですが、当初確保することが困難と思っておりましたが、教育局の配慮によりまして予定した各学校に特別支援員、学習支援員を配置できましたので、個に合わせた指導と共に基礎学力が欠けている足りないという学年がありますので基礎学力の定着、底上げを図っていきたいと考えます。
　「２国際理解教育（英語科及び英語活動）の充実」については、ＡＬＴの体制を強化したいということで、千葉健さんの他にもう一人外国人のＡＬＴを現在申請中であります。夏休み明けに配置できる予定となっておりますが、本格的には平成32年度からとなっておりまして準備を進めていきます。
　「３学習環境、生活環境の整備」では、ソフト面、ハード面の予算をいただいておりますので随時環境整備を進めていきます。特に単身者住宅を建てていただいており、４月から６戸全てに入居する準備をしております。
　続きまして、生涯学習に関して本年度の重点と主な施策をお話します。
　一点目、「タンチョウとの共生に向けた体制づくりとその対応」についてであります。
　タンチョウ自然専門員を４月から配置することができまして、タンチョウ全般に関わることの所管、釧路湿原国立公園に関わることの所管、タンチョウ「鶴居モデル」構築に関わることについて事務局的な存在として活用していきたいと考えております。それで鶴居型モデルの構築に向けては４月末に組織することとしており、年間の活動計画と対外関係機関である環境省や総合振興局との調整等を図って参りたいと考えております。それからより具体的に調査活動及び保護や被害の把握について、このモデル構築の中の照会を受けて活動計画を正式に決定したいと考えており、いずれにしても環境省によって平成27年から31年までの５年間に給餌量を５割削減と唱っておりますので、32年度以降に向けても取り組んでいきたいと思います。
　二点目の「文化財の保存と活用」ですが、村営軌道を北海道遺産登録として現在申請しており市立博物館から推薦書をいただいております。この後５月、６月に現地調査並びにヒアリング等が予定されており万全を期したいと思います。それから、遺産が登録になりましたら何らかの形でセレモニーといったことを考えることとしております。鶴居中学校にある有蓋貨車を移送して修復して、搬入して展示して、情報館に展示することを考えておりますが、遺産登録と密接に関わってますので展示場所等々について再度考えていきます。それから、共通し共有する道内自治体ということでは、北海道遺産とのリンク及び整合性ということで、道東では標茶町と浜中町そして別海町、道北では大空町、幌延町、美深町、枝幸町、そして遠軽町では実際に使っていた軌道が走っているということで、これらの町村との情報交換や交流をしていきたいと考えております。
　三番目、「生涯学習活動の推進」であります。
　生涯学習活動ということで、全村民を対象にした体制や啓発活動を行っていき、特に青少年健全育成及び高齢者、女性団体は今までと同様ですが更に効果的な方法で支援協力をしていきたいと考えております。あと、文化活動並びにスポーツレクリェーションということでは、文化協会、体育協会とか諸々の事業がありますので、それらを協賛、協力してしっかり取り組んで参りたいと思います。
　次に、学校における働き方改革、北海道アクション・プランについてであります。
いわゆる超過勤務時間の解消ということで一点だけお話しますが、北海道アクション・プランの目標及び期間がありまして、全道の道立学校を含めて市町村教委もこれを踏まえてどう具体化するか検討することとなっており、１週間当たりの勤務時間が60時間を超える教員を全校種でゼロにする目標が立てられています。それを平成30年度から平成32年度までの３年間でクリアすることとなっておりますが、具体的には働き方改革を進めるため、平成32年度末に目指す指標として４点あり、年間73日の部活動休養日を完全に実施している部活動の割合を100％にする、修学旅行や宿泊を伴う行事等の振替を行うといった変形労働時間制を活用している学校の割合を100％にする、本村は大体８時から４時半の定時退勤日を月２回以上実施している学校の割合を100％にする、最後に学校閉庁日を年９日以上実施している学校の割合を100％にするとなっております。各学校、小学校、中学校で違いがありますので、これから具体的に検討していきたいと考えております。
次に、別紙資料を説明いたします。
まず、平成29年度の体力状況調査についての結果であります。本村の小学校５年生ですが、若干男子の方が上体起こし、長座体前屈、50ｍ走で落ち込んでおり、反対に女子はほとんどクリアしております。中学校２年生ですが、男子はほぼ全国全道並みであり、女子はかなり平均よりも出ております。次に全国学力学習状況調査についての結果でありますが、釧路管内では小学校６年生は算数Ｂで落ち込んでおり、中学校３年生は全国全道平均より少し落ち込んでいる状況です。本村の小学校６年生はいい教科もあれば落ち込んでいるところもありますが、中学校３年生は好成績の結果が顕著に表れています。
以上で私からの報告とさせていただきます。

（大石村長）

　只今の教育長からの報告について、更にお聞きしたいことやご意見などはありませんか。
（石脇委員）
　教育委員会議で詳しく説明を受けておりますが、平成30年度はコミュニティ・スクールや道徳教育、タンチョウ鶴居モデルなど新たな取り組みが多くなっております。説明の中で学力的には問題はありませんが体力面では若干落ち込んでいる状況なので、今後何らかの取り組みが必要と思われます。
（高橋委員）
　学校の働き方改革による教員の勤務時間の関係で部活等の対応が大変になると思われますが、新たな取組みなどを考えているのかお伺いします。
（国安教育長）
　年間73日休むこととなっておりますが、本村では夏休みや冬休み、年末年始や年度開始前後の休暇などを入れると大体休んでいる状況にありますが、ただ部活動の主担当等に負担がいっていることは間違いなく、外部指導者の確保等も難しい状況にあります。今、校長会で検討しておりますので出来ることから少しずつ進めて行きたいと考えております。
（大石村長）
　他に質疑等がないようなので、次の議事の２番目であります「子ども・子育て支援の在り方について」の件について五十嵐保健福祉課長補佐から説明いたします。
（保健福祉課長補佐）
　子育て支援について簡単に説明させていただきます。
　子育て支援については、平成27年に策定しました鶴居村子ども・子育て支援事業計画や鶴居村健やか親子21計画に基づき、次世代を担う子供を安心して出産し、子育てができる環境整備の充実を図ることとしております。
　お手元の資料に主な関係事業をまとめておりますが、まず妊娠のときの母子手帳の交付の際に妊婦さんの健康状態や養育の環境などを丁寧に面談いたしまして、必要があれば様々な子育て支援施策を利用していただくこととしております。生まれてからは乳児健診や１歳半３歳時健診を経て子供の成長の発達を確認することとお母さんに対しての育児技術や相談等を保健師、栄養士、臨床心理士等で応じている形をとっております。新年度の主な新しい事業としては、これまで第２子以降に贈呈していた祝金を第１子から一律10万円を贈呈することといたしました。また、就学時についても今までは第３子以降の祝金でしたが、第１子から小学校に入学される全てのお子さんに一律５万円を贈呈することといたしました。発達に心配のあるお子さんに対しましては、障がい児の専門派遣事業ということで乳幼児から小学校６年生までを対象に白糠学園から言語聴覚士の派遣をいただいて月１回程度の療育を受けていただいております。
　子育て支援新施設の関係につきましては、29年度も子ども・子育て会議の中でセンターの機能や建物の配置などを検討いたしまして保育園や子育て支援センター、放課後児童クラブの機能を持たせた施設について意見をいただいたところです。30年度は運営についての検討を行っていく予定としております。
　最近は働くお母さん達が増えてきておりまして、子育ての保育サービスや学童保育の充実ということとか、出産、育児、保育の経済的負担に対するニーズが高くなっていることとか、育児不安や育児の孤立化ということもありまして、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援が必要となってきております。新年度では、産後ケア事業としてマタニティアイさんに委託して育児の支援とお母さんの心身の疲労回復というような事業を新設しております。
今後も子育て支援環境の充実に取り組むこととしております。
（大石村長）

　只今の説明について、お聞きしたいこととかございませんか。
（高橋委員）
　子育て支援施設ですが鶴居市街西エリアの場所に建設するのですか。
（大石村長）
　場所はプールの学校側の場所であり、今年詳細な実施設計を行って来年着工する計画です。一帯の既存施設を解体し、ファミリースポーツセンターはもう少し検討を加え、予定では今年一年は基本的な設計をして来年は実施設計を行って平成32年度に新総合体育館を建設するスケジュールで進んでおります。

（石脇委員）
　子育て支援施策については管内でも鶴居村の取組は突出しているのですか。
（大石村長）
　出産就学祝金の内容は進んでいると思われますが、高校生の医療費無料化については高校が設置されている自治体では支援策の一環で進んでおります。子育て支援センターは、複合施設として保育機能のほか放課後児童クラブと子育て支援をする機能を持ち合わせた施設を予定しております。幼保一元化については生後６カ月の受け入れから教育的な要素などで難しい側面もあり、給食なども出来る施設にはしますが課題としているところです。
（大石村長）
続いて、この度策定しました第５次鶴居村総合計画に掲げる教育分野の内容と目標などについて伊藤企画財政課長から説明いたします。
（企画財政課長）
　総合計画は基本的に10カ年計画となっておりますので、平成30年度から平成39年度までの期間で策定作業を進めてきたところです。内容は大きく基本構想、基本計画、実施計画の三つに分類されておりますが、基本構想と基本計画の二つについては先の３月定例議会に提案のうえ議決承認を得たところです。
　策定期間は１年半かけまして、最初の取組みは平成28年９月に住民と中学生向けアンケートを実施したことから始め、その後平成29年３月に第１回の総合計画審議会を開催し、５月には村づくり講演会のほか、鶴居地区、幌呂地区、下幌呂地区の３地区で懇談会を開催しております。９月には中学生を対象としたワークショップを開催しており、その後、議会説明と審議会を重ね、平成30年２月26日に石脇審議会会長から大石村長に答申しております。
　基本構想について説明させていただきます。テーマにつきましては、この先の10年、20年に向かっていく方向性として「未来を奏でる鶴居スタイルの確立～協働による新たな時代への挑戦～」とし、鶴居らしさを突き詰めていく、住民参加による協働の村づくりを進めていくという意味合いを込めたテーマとしています。むらづくりの基本方向の施策体系を６つの分野に整理しまして、教育・文化の基本目標を「５豊かな人間性を育むむらづくり」とし、更に基本施策を「１生涯学習」「２学校教育」「３青少年健全育成」「４スポーツ・レクリエーション」「５芸術・文化」「６人権・男女共同参画」の６つに設けたところです。次に基本計画につきましては、より具体的な施策の概要と主な事業・取組の内容を定めておりまして教育施設の整備をはじめ、学習支援やコミュニティ・スクールの導入、西エリアの総合体育館建設、タンチョウとの共生に向けた検討、旧村営軌道の関係などを記載しております。実施計画につきましては、各事業を年度別に整理する内容となりますが、現在、各担当部署で内容を精査しております。
村の中では最上位に位置付けられる計画であり、この計画を基に今後の村づくりが進められていくことになります。また、住民の皆さんには広報４月号などに掲載し、広く周知を図っていくこととしております。
（教育課長補佐）
　関連して社会教育中期計画についてご説明いたします。総合計画の内容と基調しており第10期計画として平成30年度からの５年間の計画であり先日３月27日の社会教育委員会議で承認をいただいたところです。これまでの社会教育に関する問題や課題を踏まえ、湿原ウォークや新総合体育館といった新しい事業も取込みながら策定しております。住民の方々の生涯学習やスポーツに取組む環境も多岐にわったてきており一つの目標に向かって皆さんが盛り上げていく施策を見い出すことに苦労した面もありますが、総合計画との整合性にも配慮したところです。
（大石村長）
　今、第５次の鶴居村総合計画と第10期鶴居村社会教育中期計画の説明があり、ちょうど平成30年度からスタートするということで大事な節目を迎えたところと考えます。これらも踏まえて今後の教育行政や村政の推進に活かしていきたいと考えますので、教育委員の皆さんから一言ずつご意見などをお願いいたします。
（石脇委員）
　学校教育に関しては、鶴居村では道徳教育の一番の目的であるいじめ対策が図られており特段いじめ問題が出てきておらず、体力面では一部下回っているものの５校では特に問題はないものと思われます。生涯学習については、少子高齢化の中で老人クラブや寿大学とかサークル活動などに参加している方々は問題ないと思われるが、それ以外の方々に社会参加を促すことが必要と考えます。集まりやすい各地区にあるコミセンなどを活用して地域の活性化を含めた取り組みを行ってほしいと思います。
（国安教育長）
　寿大学は一時人数が減っていましたが来年度は増える見込みとなっております。参加を促す情報提供など出来ることを進めていきたいと思います。
（高橋委員）
　子育て施策や教育施策に対して重点的に予算が充てられており先生方などにとっても本村は恵まれた環境だと思います。村に人を呼ぶのではなく村から出て行かない取り組みが必要と思います。難しい問題ではありますが若い世代が起業などで定住でき、若い世代が増えれば児童生徒数も増えて欠学年もなくなるので、何か魅力ある施策をつくる必要があると思います。
（大石村長）

　最後に、国安教育長から補足説明を含めて何かありましたらお願いいたします。

（国安教育長）
　保育園のフッ化物洗口は何年から実施しておりますか。小学校１年生からフッ化物洗口を行っておりますが虫歯予防の成果が出る時期を迎えておりますので歯科医と共に注目しています。
（保健福祉課長補佐）
　保育園のフッ化物洗口は平成24年度から実施しています。評価は１人当たりの虫歯の本数が基準となっており、中学校１年生である12歳児の健診で虫歯の本数を全道全国で比べています。鶴居村はまだ全道で高い位置にいますが、人口が少ない本村では１人の虫歯数が評価の平均値に大きく影響を及ぼす状況となっております。
（大石村長）

ただ今、教育委員並びに教育長から貴重なご意見やらお話をいただいたところであり、今日いただいた内容については教育行政はもちろんですが村全体の様々な取組みに活かしていきたいと考えます。
４．その他

（大石村長）

　次に、「４．その他」につきましては、本日の会議内容の公表と今後の予定について事務局から説明を申し上げます。
（総務課長）

　まず、本日の会議内容の公表について申し上げます。

　総合教育会議の取扱として、会議の透明化を図るため、会議の議事録を作成し、公表することとされています。今後、会議の内容を要約して村ホームページで公表することを予定していますので、予めお知らせいたします。

　次に、今後の予定についてであります。

　お手元に配布しております、鶴居村教育大綱の策定の件となります。

　平成27年12月に策定した教育大綱は、鶴居村総合計画の教育に関する目標を基本とし、更には社会教育中期計画の内容にも沿って現状と課題や主な施策・事業について定めたところです。

　その基本となる総合計画についてですが、第４次の計画が平成29年度をもって終了となり、この度、続く第５次の計画について計画期間を平成30年度からの10年間として策定したところであり、また、社会教育中期計画についても、平成30年度から平成34年度までの５カ年計画で新たに定められたところです。
鶴居村教育大綱につきましても、早期に内容改定を進めて参りますので、素案が出来た際には総合教育会議で協議をさせていただきますので、皆様方のご協力をよろしくお願いいたします。

（大石村長）

　ただ今事務局から説明がありましたが、教育大綱が出来ましたらまた会議を開催し、お集まりいただきますのでよろしくお願いいたします。
（大石村長）

　以上で、本日の議事はすべて終了しました。

最後に、私の閉会の言葉でこの会議を閉めさせていただきます。
改めてお忙しいところお集まりいただきまして、１時間を超える中で教育行政と村を進めて行く内容のお話ができて意義ある協議ができたものと思っております。今日のご意見などを十分に参考にしながら平成30年度に進んで行きたいなと思っております。

子供達の学力あるいは体力の状況などに関して教育長からお話をいただいたところですが、子供達は村にとっても大切な宝、財産でありますので、しっかりと成長できるように村としても充分支えれるような取り組みをしていきたいと思っております。その一つ一つが今回の祝金などの子育て支援の取り組みでもありますし、今後の新しい施設についても子供達の成長に充分資するようにしていきたいと思っております。　
この施設については環境省などに協議しておりまして環境に配慮したエネルギーを取り入れていきたいと考えております。また総合体育館につきましても今災害というところに課題も生まれてきているので、できることなら新しい防災対策の機能を持たせた上で複合的なものになるよう今年から１、２年かけて考えていきたいと思っております。
石脇委員、高橋委員から貴重なご意見をいただきました高齢化が進展しており高齢者の足の確保を含めて安心して暮らしていけるような取り組みを行政全般で進めていかなければならないと思っておりますし、定住の促進ということで若者の人口流出しないような取り組みも必要だということであります。村としては子供達の学力等々の成長はもちろんのこと大きな社会の中で頑張ってもらうことは大切ですが、一方でこの地域に残っていただくことも大切であります。この地域は商業が中心となった業を成すということは難しいですけれども、その分やはり酪農なり林業というものをしっかり進めていかなければならない地域であるものと思っております。地方創生の取り組みなどで民間企業との連携が今大切であり、行政だけで何事も完結することではなく、民間企業が入ることによって様々な経済的効果が生まれてくることが想定されるところです。今後、関係機関、関係団体と連携しながらこの地域でしっかりと若い世代が育っていける環境づくりなどに目を向けていきたいなと思っております。
少子化が進み学校においても児童生徒数の減少が大きな課題になっていることが事実でありますので、将来の在り方についても議論を進める時が来ているものと思っております。村としても充分頭に入れておりますので、４月から始まる第５次総合計画の指針に基づき住民の皆さんに参加していただきながら色んな協議を進めていきたいと考えておりますので、今後とも深いご理解とご支援を賜りますようお願いして粗辞でございますけれど会議の終了にあたってのお礼の言葉とさせていただきます。
本日は誠にありがとうございました。

（総務課長） 

ありがとうございました。以上をもって本日の鶴居村総合教育会議を終了いたします。

今後、総合教育会議設置要綱第２条第３号の規定に基づき、児童、生徒等の生命又は身体に現に被害が生じるおそれがあると見込まれる場合など緊急の場合には、この会議を召集させていただきますので、その際には宜しくお願いいたします。
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